The Two Verbs Expressing Recognition in Spanish - saber and conocer - by 西野, 剛 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 3 号 (2007) 
 
 - 179 - 
スペイン語における認識に関わる二動詞 
─ saber と conocer ─ 
 
西野 剛 
(欧米第二課程 スペイン語専攻) 
 
キーワード：saber、conocer、知る、わかる、内的思考 
 
0.  はじめに 
 スペイン語において、日本語の「知る、知っている」に対応するといわれる主な動詞に
は、saber と conocer1の 2 つがある。両動詞はともに多義語であり、辞書、文法書等では客
観的根拠による明確な記述がされておらず、意味の観点から比較・対照することは容易で
はない。以下の例2でみられるように、どちらか一方が許容される場合、ともに共起可能な
場合などがあり、英語の to know、日本語の「知る」に対応するスペイン語表現を用いる際、
スペイン語学習者には、saber と conocer の使い分けが困難である。 
 
（1）No  {sé / ∗conozco}  si  te       gustaría.  
   否  know.現.1.単      接  間目.2.単  like.過未.3.単 
（君が気に入るかはわからない。） 
（2）{Sabe / Conoce}  muchas    cosas    de    Japón. 
know.現.3.単       many.女.複   thing-複    前     Japan 
（彼は日本のことをたくさん知っている。） 
（3）{Conozco / ∗Sé}   a   Manuel. 
    know.現.1 単       前   人名 
（私はマヌエルを知っている。） 
 
本研究では、統語、意味の両面から、この 2 つの動詞の性格を明らかにすることを目的
とした。本稿においては、1.で統語的特徴に関して、2.で意味的特徴に関して実施したコー
パス調査の結果を示し、3.では全体のまとめを提示する。 
 
1. 統語的特徴 
 統語的特徴に関しては、saber、conocer それぞれがとる補語に関して考察した加藤（1990）
を参考に、スペイン語コーパスを用いて調査を行った。1.1 では加藤（1990）を挙げ、1.2.
でコーパスの詳細を提示し、1.3.ではコーパスの調査結果を示し、筆者による考察を述べる。 
                                                        
1 本稿では、saber、conocer の全ての人称・時制などの活用形を含めた代表形として、saber、conocer を用
いる。 
2 本稿における例文の通し番号、グロス、訳は全て筆者により、出典が表記されていないものは作例。略
号一覧は本稿末で提示する。 
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1.1.  加藤（1990） 
加藤（1990）は、2 つの動詞が選択する補部の種類によって、それぞれの動詞の語彙的な 
要因の考察を行った。以下は、加藤（1990）で提示された補部の選択のまとめである。 
表 1 加藤［1990：49］3 
 
 
 
 
 
 
 
 表をみてわかるように、加藤（1990）で主張されたことは曖昧であり、客観的なデータ
による裏づけもなされていなかった。コーパス調査ではまず、上記の統語的特徴を検証し、
それ以外のものに関しては、特に二動詞間で差があらわれたものを取り上げる。 
 
 1.2.  コーパス 
インターネット上のスペイン語コーパス、corpus del español を使用した。このコーパスは
13 世紀から 20 世紀までの資料を世紀ごとに分けた上、話し言葉・文学・その他の 3 つの分
野4に均等に分け、総単語数 1 億語からなる。本研究は通時的観点からの考察はしないので、
20 世紀の用例のみを扱った。20 世紀の用例の内訳は、話し言葉 680 万語、文学 675 万語、
その他 680 万語、総単語数 2035 万語である。現在使用されていない、または誤植と思われ
るもの─sauer、sabra、sabeis─を除くと、20世紀における saberの総用例数は 38793例、conocer
は 12935 例であった。なお、各用例の検索には、コーパスに付属の検索ソフトを使用した。 
 
1.3.  調査結果 
加藤（1990）の統語的特徴をコーパスで検証した結果を以下の表で示す。表 1 を再度引
用し、加藤（1990）で示された評価と共に、本研究で得られた数値的データを挿入する。
なお、表中の数値は、コーパス内の各動詞別の総用例数に占める割合を表す。 
表 2 加藤（1990）で提示された統語的特徴の検証結果（％） 
 
 
 
 
 
                                                        
3 表中の「∗」は、何等かの制約が加わることを表すものである。なお、英語でいえば、que 節は that 節に
あたり、si 節は if 節に相当する。Qu－節に関する説明はなかったが、疑問詞節と判断した。 
4 それぞれの分野の 20 世紀における内訳は、話し言葉－2040 以上のニュースのインタビューなどを書き起
こしたもの、文学－850 の小説や物語、その他－基本的にはニュースからの 4770 以上の記事、である。 
補部       動詞 saber conocer 
名詞句 ＋∗      ＋ 
que 節 
si 節 
Qu－節 
     ＋ 
     ＋ 
     ＋ 
＋∗ 
＋∗ 
＋∗ 
不定詞節      ＋      － 
補部       動詞     saber conocer 
名詞句 1.4 ＋∗ 7.2    ＋ 
que 節 
si 節 
Qu－節 
20.6 
6.3 
16.8 
＋ 
＋ 
＋ 
1.4 
0.1 
0.7 
   ＋∗ 
   ＋∗ 
   ＋∗ 
不定詞節 4.8   ＋ 0.0 － 
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筆者が注目した統語的特徴として、関係詞節と二動詞に先行する目的格代名詞を表でま
とめる。表 2 と同様に、表中の数値は、コーパス内の各動詞別の総用例数に占める割合を
表す。 
表 3 筆者が注目した統語的特徴の検証結果（％） 
 
 
 
 
総合的にみて、saber は関係詞節、疑問詞節などをとることが圧倒的に多いこと、conocer
は名詞を対象とすることが相対的に多いことがわかった。 
saber は、関係詞節、疑問詞節、条件節（si 節）が後続する用例が、全体の 44.8%もあり
（conocer は 7.2%）、抽象的な事象を認識の対象としてとることが、conocer に比べ圧倒的に
多いことが考えられる。目的格代名詞が先行する用例の中でもっとも多いのが、主に抽象
的事象を指す lo（具体物を指す場合もある）であることもその裏づけになる。 
一方、conocer は名詞が後続する用例が多いとはいえ、conocer の全用例の 1 割未満にとど
まり、目的格代名詞も人や名詞をあらわす場合が多いとはいえ、圧倒的な数ではなかった。
それでも saber と比較すると明らかに名詞への偏りがみられ、conocer の重要な特徴である
といえるだろう。 
なお、前述のように本節は付属の検索ソフトを使用しており、副詞などが動詞と認識の
対象との間に入った場合は検索にかからないため、実際手作業での調査を行えば、それぞ
れの用例数が増加するのは間違いないだろう。 
 
2. 意味的特徴 
意味的特徴に関しては、saber、conocer と対応する日本語表現を、対訳コーパスを用いて
調査した。2.1.ではコーパスに関して述べ、2.2.ではコーパスを調査した結果を示す。 
 
2.1.  コーパス 
 インターネット上の西和コーパスとして、Concordancias paralelas del diccionario 
español-japonés de Kenkyusha と Concordancias paralelas de Yo soy un gato を使用する。前者は
研究社の西和辞典から用例を収集し、詳細についての記述はないが、一例につき一文で表
示され、総例数は 24318 例である。後者は小説からの用例で、同様に詳細に関しての言及
はないが、一例につき一文以上で表示され、総例数は 2026 例である。  
小説からの用例として、スペイン語小説 La Hermandad de la Sábana Santa とその日本語訳
『聖骸布血盟（上）』、『聖骸布血盟（下）』をコーパスとして使用し、用例を手作業で収集
した。スペイン語小説は 527 ページ、日本語訳は 2 冊あわせて 726 ページである。 
 
 2.2.  調査結果 
3 つの西和コーパスを調査した結果、saber、conocer ともに「知る」、「わかる」との対応 
補部       動詞     saber conocer 
関係詞節 21.7 2.4 
目的格代名詞 7.5 15.2 
西野 剛 
 - 182 - 
が他の表現に比べて圧倒的に多いことがわかった。saber においては全用例の 50.7%が「知
る」か「わかる」と対応する用例であり、conocer も全用例の 56.4%を占めていた。 conocer
と「わかる」の関連性は低く、conocer と対応する「わかる」の用例は、全用例 298 例中 11
例（3.7%）であった。一方、conocer と対応する「知る」の用例は 157 例（52.7％）で、全
用例の半分以上を占めていた。saber に関しては、全 1311 例中、「知る」が 388 例（29.6%）、
「わかる」が 277 例（21.1％）であった。conocer と「わかる」との対応が極端に低いこと
も注目すべき点ではあるが、conocer と「知る」との対応が saber のそれを、比率にすると
上回っているという点にも注目したい。以下、表でまとめる。 
表 4 saber、conocer と対応する「知る」、「わかる」 
 saber conocer 
「知る」 388（29.6％） 157（52.7％） 
「わかる」 277（21.1％） 11（3.7％） 
「知る」＋「わかる」 665（50.7％） 168（56.4％） 
以上のことから、saber は「知る」、「わかる」とほぼ均等に対応すること、conocer は「わ
かる」とはほとんど対応せず、「知る」との対応関係が相対的に強いことがみてとれるだろ
う。 
 
 2.3.  分析 
 コーパスの調査結果より、saber、conocer がそれぞれ「わかる」と対応する用例数に大き
な差があることがわかった。本節では、高橋（2003）の「わかる」の意味的特徴を参考に
し、詳細な分析を試みる。2.3.1.では高橋（2003）を挙げ、2.3.2.で分析方法と分析結果を述
べる。 
 
  2.3.1.  高橋（2003） 
  高橋（2003）では、「知る」、「わかる」が要求する補語を分析し、二動詞の多義構造の、
それぞれの別義の関連付けが行われた。以下、高橋（2003）で「わかる」の別義として認
定された意味特徴を取り上げ、用例とともに挙げる。 
  ・別義 1a：＜主体に＞＜ある対象と＞＜その対象がもつ内容を＞＜同定する＞ 
       ＜能力がある＞ ※類義表現：「理解することができる」 
   （4）太郎（に）は中国語がわかる。 
  ・別義 1b：＜主体が＞＜ある対象と＞＜その対象が持つ内容を＞＜同定する＞ 
       ※類義語：「理解する」 
   （5）「国は沖縄の痛みを全然分かっていない」と話し、〈後略〉 
  ・別義 1c：＜これまで明らかでなかった事柄が＞＜明らかになる＞ 
   （6）サッカーのイングランド・プレミアリーグ, チャールトンが清水のＭＦ三都主 
の獲得に動いていることが 17 日わかった。 
  ・別義 2：＜他者の依頼・命令を＞＜受け入れる＞ 
   （7）「よし。怪しまれないように身辺を見張っていろ」 
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 「分かりました」 
［高橋 2003：35-8 抜粋］ 
 
2.3.2.  分析方法、結果 
分析対象としては、西和コーパスを調査した結果から得た「わかる」と対応する conocer
の用例 11 例、saber はインターネット上の 2 つのコーパスから得た「わかる」と対応する
139 例を用いる。これらを高橋（2003）の「わかる」の意味特徴に基づいて分類し、saber、
conocer が「わかる」と対応して用いられうる意味範疇を分析する。 
分析方法としては、まず、出現状況が特徴的である別義 2 を調査し、次に、別義 1c の分
類基準を「「わかる」の主体が表示されず、挿入も可能ではない」と設定し、さらなる参考
基準としては、「「わかる」の対象が新規情報であること」とした。それ以外のものに関し
ては別義 1a と別義 1b に分類したが、高橋（2003）においてはその境界が曖昧であったため、
金田一（1950）の分類5にならい、別義 1a を状態動詞、別義 1b を瞬間動詞として扱った。
そのため、現在の事象を表す際、別義 1b はテイル形を用いることが必要となり、さらに、
過去の事象をあらわす場合も、テイル形を用いるか、対象をヲ格で表示する必要性がある
ことを別義 1b の分類基準とした。なお、以上の客観的な分類基準に加え、筆者は自分の内
省により、別義 1a は「理解することができる」、別義 1b は「理解する」、別義 1c は「明ら
かにする」との置き換えが可能であるかについて確認を行った。上述の客観的な分類基準
を図 1 でまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 高橋（2003）における「わかる」の別義の筆者による分類基準 
 
                                                        
5 「わかる」の分類に関して、金田一（1950）は次のように述べている。なお（ ）内は筆者による。 
 
  最初に挙げた「理解できる」の意の「分る」もこの分類（状態動詞）に入り,「──ている」をつけずに
そのままで現在の状態を表す。 
 
  「分っている」の場合の「分る」は,「理解できる」の意の「分る」とは別語で,「知識としてもつ」の
意の自動詞で, これまた瞬間動詞である。 
［金田一 1950：9-10 抜粋］ 
承諾を表す               
主体が表示されず、
挿入もできない              
金田一の（1950）
動詞分類                
別    義       2               
別    義       1   c                 
no
  
yes            
yes            no
 
別   義      1  b                 別   義      1  a                 
瞬間動詞               状態動詞
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以上のように分類した結果を、以下の表で示す。 
表 5 saber、conocer と高橋（2003）の「わかる」の意味的特徴との対応 
「わかる」  
 
 
別義 1a 
（理解するこ
とができる） 
別義 1b 
（理解する） 
別義 1c 
（明らかに
なる） 
別義 2 
（承諾） 
 
 
合計 
saber 119 8 12 0 139 
conocer 3 1 7 0 11 
 
「わかる」が承諾の意味を表す場合は、二動詞ともに対応することができないことがわ
かった。スペイン語において承諾を表す表現は他（vale、de acuerdo）に存在しているため、
日本語とは異なり、認識を表す動詞で承諾の意味を表す必要がないことが理由として考え
られる。動詞別にみると、saber は、「わかる」が状態動詞的に用いられた用例と対応するこ
とが圧倒的に多かった。一方、conocer は「わかる」が「明らかになる」という意味で用い
られる用例との対応関係が強かった。すなわち、「わかる」の主な用法である、「ＡをＢで
あると同定する」という特徴をもった用例と対応する conocer の用例が少ないという結果で
あった。「知る」との対応関係が強いことからも、認識の過程において、conocer は内的思考
を表すことがほとんどできないことが要因として考えられる。 
 
3. まとめ 
 本研究では、saber、conocer の統語、意味の両面からコーパスを用いて検証を行った。統
語的特徴としては、saber は疑問詞節、関係詞節など抽象的事象が対象となる用例が多く、
conocer は相対的に名詞や人称代名詞など具体物が対象となる用例が多かった。意味的特徴
としては、相対的にみて、saber が「わかる」、conocer が「知る」との関係が深いことがわ
かった。conocer が「わかる」と対応可能となるのは、「明らかになる」と類似した意味で用
いられる場合である、という結果があらわれた。 
 前節でも述べたように、以上のことの要因としては、認識の過程において内的思考を伴
うかどうかという点が、統語・意味の両面で重要であると筆者は考える。統語的特徴に関
しては、conocer は名詞句を補語とする用例が多いことから、内的思考をあらわすことが難
しく、saber は抽象的事象を補語とする用例が大部分を占めることから、内的思考をあらわ
すことができると考えられる。意味的特徴に関しては、conocer が「知る」、saber が「わか
る」と深く関係していることも、同様のことを指し示している。はっきりとした結果はあ
らわれなかったが、両動詞の主な傾向として主張したい。 
 
4. おわりに 
本研究の課題としては、統語的特徴と意味的特徴との間に、考察に用いたデータの量の
差があったこと、検索ソフトを使用したため、検索にかからない用例が多数存在すること 
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が予想される点、意味的特徴をみる際、客観性に徹しきれなかった分析方法もあったこと、
加えて上述の考察の発展などが挙げられる。考察に関しては、saber と conocer がどのよう
な環境において置換が可能となるか、日本語の「知る」との対応関係と加えて、今後発展
を試みたい点である。紙幅の都合により本稿では割愛したが、conocer と「知る」の意味範
疇が対応すると考えられる用例で、saber があらわすことのできないものもあり、saber、
conocer の相違点を明らかにする上で重要であることが考えられる。 
 
 
略号一覧 
1 1 人称  現 直説法現在形     不 不定詞      前 前置詞      女 女性 
2 2 人称  過未 直説法過去未来形  単 単数    接 接続詞 
3 3 人称  間目 間接目的格代名詞  複 複数    否 否定詞 
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